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第４回 目本職業アレルギー学会総会プログラム
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会 場：千里ライフサイエンスセンター

会 長：森 本 兼 屁
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第４回 日本職業アレルギー学会総会案内

会期

会場

交通

学会本部

役員控室

編集委員会

理事会

評議員会

総　会

懇親会

1996 年７月１８日（木）～１９日（金）

千里ライフサイエンスセンター5 階サイエンスホール

（大阪府豊中市新千里東町1-４-2 TEL 06-873-2010 FAX 06-

873-2011 ）

新大阪駅より地下鉄にて千里中央駅下車（１４分）徒歩１分

伊丹空港よりバス（千里中央行き又は阪大本部前行き）にて約

２５分

駐車場はビルの地下にありますが、有料（１時間３２０円）で

す。
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６階

６階

６階
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603
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903

サイエンスホール

６０１－６０２

参加者へのお知らせとお願い

７月１７日

７月１８日

７月１８日

７月１８日

７月１８日

１。受付　　二日間とも会場の入り口前で行います。所定の参加費等をお支

払の上，会場内では常に名札（領収書および参加証明書兼用）をつけて

ください。

２．参加費　会員の学会・総会参加費は5,000円（演題発表者および共同発表

者で未入会の方は受付時に備え付けの書類に必要事項を記入し，年会費

5,000円を添えて入会の手続きをお取り下さい）

３．懇親会費は5,000 円です。参加費と同時にお支払下さい。

４．評議員会費　昼食代1,000 円（評議員会に出席される方は受付時に参加

費とともにお支払下さい）

５．一般演題の講演時間は８分，討論４分です。時間厳守願います。スライ

ドは１０枚以内でスクリーンは一面です。なおスライドは３０分前迄に

提出して下さい。その他は座長の指示に従って下さい。

１ －
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７月18 日（木）

10 : 25

10 : 30

11 : 10

12 : 00

13 : 00

13 : 40

14 : 40

18 : 00

日　程　表

開会の辞

一般演題

セッションＩ　　　（植木絢子）

会長講演

ライフスタイルとアレルギー反応

感
受性　　　

森本兼曇

評議員会

9階　903

総　　　　　会

5階　サイエンスホール

特別講演

アレルゲンペプチドのアナログを

用いたＴ細胞脱感作の試み

西村泰治

一般演題

セッションＨ　　（笛木隆三）

セッションｍ　　（牧野荘平）

セッションIV　　 （城　智彦）

セッションＶ　　 （上田　厚）

セッションVI　　 （中渾次夫）

セッションVII　　（可部順三郎）

セッションVⅢ　　（中村　晋）

懇親会

6階　601-602

- ３

-

7 月19 日（金）

シンポジウム

アレルギー予防学とは何か

座長　伊藤幸治

日下幸則

常俊義三

手島玲子

羅　智靖

須甲松信・他

山口悦郎・他

閉会の辞

9:00

12 : 00



第一日

開会の辞

一般演題

７月１８日（木）

１ ０ ： ２ ５～ １ ０ ： ３ ０

セッション1.10 ：３０～１１：０６

座長　植木絢子( 川崎医科大学衛生学)

1. Ｂｅ-Ｃｕの免疫毒性に関する実験的研究

吉田　勉、○大谷尚子、谷脇弘茂、和田昭彦、島　正吾( 藤田保衛大・

医・公衛)

２．感作性金属の体液性免疫応答と免疫担当細胞のサイトカイン産生反応

○長岡　芳、島　正吾、栗田秀樹1)、浅田恭生、水野やよい、井波　修、

(藤田保衛大・医・衛生1)、公衛)

３．接触感作マウスのリンパ節におけるサイトカインｍＲＮＡの発現

○骨　宝会1)、青山公治Ｄ、于　折2)、木谷　敦2)、松山隆美2)、

松下敏夫1)( 鹿児島大・医・衛生学1)、鹿児島大・医・医動物学2))

会長講演 １１：１０～１２：００

座長　松下敏夫（鹿児島大医学部衛生学）

ライフスタイルとアレルギー反応感受性

森本兼異（大阪大学医学部環境医学）

評議員会

総会

特別講演

１ ２ ： ０ ０～ １ ３ ： ０ ０

１ ３ ・

一 ０ ０～ １３ ：４ ０

１３：４０～１４：４０

座長　　島　正吾（藤田保健衛生大医学部衛生学）

アレルゲンペプチドのアナログを用いたＴ細胞脱感作の試み

西村泰治（熊本大学大学院医学研究科免疫識別学）

４



一般演題

セッションＨ．　　１４：４０～１５：０４

座長　笛木隆三（上武呼吸器科内科病院）

４．小麦粉喘息の１０例

○坪井信治（大竹市坪井内科呼吸器科）、大塚　正（広島市大塚内

科）、勝谷　隆（甘日市市地御前勝谷内科）、城　智彦、桑原正雄、小

泊好幸、栗屋幸一（県立広島病院内科）、麻奥良子（広島市鷹之橋中央

病院内科）

５．製菓工場従業者に見られた杉材に起因する職業性喘息の１例

○高本　公（高本医院）

セッションⅢ．　　１５：０４～１５：２８

座長　牧野荘平（猫協医科大学アレルギー内科）

６．パーマネントウェーブ剤スプレーが喘息発作の誘因と考えられた喘息の

一例

○山木健市、高木健三（名古屋大第二内科）

７．医療従事者におけるラテックスアレルギーの実態調査

○西田るみ、岡島光也、竹川　清、川口とし子、大沼すみ、大沢純子、

北村和子、池暉善郎（横浜市立大学浦舟病院皮膚科）

セッションＩＶ．　　１５：２８～１５：５２

座長　城　智彦（県立広島病院内科）

８．モルモット実験従事者に発症した気管支喘息の２例

○波津龍平、藤田悦生、東田有智、長坂行雄、大石光雄、中島重徳（近

畿大・医・第四内科）

９．メチルテトラヒドロ無水フタル酸（ＭＴＨＰＡ）による鼻炎と特異的抗

体の関連性について

○山口恭平、横田幸三、城山　康、藤木幸雄（松下産業衛生科学センタ

ー）、竹下達也、森本兼曇（大阪大・医・環境医学）

５ －



セッションＶ．　　 １５：５２～１ ６ ： １６

座長　上田　厚（熊本大学医学部衛生学）

10. 林業従事者における血清中スギ花粉特異抗体価について

○石井譲治（名古屋市衛生研究所）、内藤健晴、横山尚樹、石原正健、

妹尾淑郎、岩田重信（藤田保衛大耳鼻科）

11. 群馬県内成人集団におけるアレルギーの調査研究－ダニ特異ｌｇＥ抗体保

有状況とその地域間差異－

○佐藤久美子、中渾次夫、大野絢子（群馬大・医短大）、佐藤有紀子、

中野正孝、野尻雅美（千葉大・看護・保健学）、土橋邦生（群馬大・一

内）

セッションＶＩ．　　 １６ ： １６～１６：５２

座長　 中渾 次夫 （群馬大学医療技術短期大学部）

12. 水銀感作 に関 連する要因 についての疫学的研究：遺伝因子と環境因子の

作用

○佐藤一博、日下幸則、張　 群衛（福井医大環境保健）、柳原　 誠、上

田恵一（福井医大皮膚科）、森廣宏則、石井保雄（福井医大歯科口腔外

科）、森富男、平井敏之、富山　 猛、飯田和質 （福井県衛生研究所）

13. アトピ ー候補遺伝子ｌｇＥＦＣ受容体のβ鎖（ＦＣＥＲＩβ）変異の人種間比較

○毛　 暁全、森本兼曇（阪大・医・環境医学）

14. 日本 人珪肺症患者 にみられる自己抗体とＨＬＡタイピング

○川上泰彦、友国晶子、愛甲隆昭、松木孝和、大槻剛巳、兵藤文則、磯

崎友実加、坂口治子、植木絢子（川崎医科大・衛生学）

セッションＶ【Ｉ．　　１６：５２～１７：１６

座長　可部順三郎（湯河原厚生年金病院）

15. 慢性型過敏性肺臓炎の臨床病理学的検討

○妹川史朗、佐藤篤彦、佐藤　潤、塚本克紀、戸舘亮人、森田純仁、豊

嶋幹生、早川啓史、千田金吾（浜松医大第二内科）、岩田正敏（榛原総

合病院呼吸器内科）

16. 当科における１０年間の接触皮膚炎統計

○久　智行、松中成浩（和歌山県立医大・皮膚科）

６ －



セッションＶⅢ．　　 １７：１６～１７：４０

座長　 中村　 晋（貞松病院）

17. ハウスナス作業 者のアレルギー

○ 上田　 厚、原田　 幸一、大森昭子、魏　 長年（熊大・医・衛生学）、

有松徳樹（銀杏短大）、庄野昌博（熊大・医・公衆衛生）、上田公代

（熊大・医技短）

18. 職業性アレルギ ー性疾病 の労災補償 の問題点

○原　 一郎1）2）、 西谷宣雄2）（大阪勤 労者健康サービ スセ ンター1）、大 阪産

業保健推進センター2））

懇親会 １ ８ ： ０ ０ ～ ２ ０ ： ０ ０

７



第二日

シンポジウム

７月１９日（金）

丿

一

（

‥

び ０ ０ ～ １ ２

アレルギー予防学とは何か

座長

１

アレルギー疾患と環境要因

常俊義三

・

一

０ ０

伊藤幸治（東京大学医学部物療内科学）

日下幸則（福井医科大学環境保健学）

一学童を対象とした疫学調査よりー

（宮崎医大公衆衛生学）

２。アレルギーと環境化学物質

手島玲子（国立衛生試験所機能生化学部）

3. １ｇＥ結合阻害によるアレルギーの予防的治療

羅　智靖（順天堂大学医学部免疫学）

４．減感作療法の現状と将来

須甲松信・他（東京大学医学部物療内科学）

５．アトピーの遺伝的側面

山口悦郎・他（北海道大学医学部第一内科）

閉会の辞 １ ２ ： ０ ０～ １ ２ ： ０ ５

－ ８
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会長講演

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ とｱﾚﾙ ｷﾞ 鵬ー 感受性

大阪大学医学部環境医学教室

森本 兼具

アレルギー反応感受性は環境要因（ライフスタイル環境）と遺伝素因によって

決定される。環境要因に対するアレルギー疾患予防の研究ストラテジーは、ライ

フスタイル環境要因とアレルギー反応感受性との関係を定量的に明らかにし、生

活、労働の場において具体的にアレルギー発症要因への曝露を低減する方法論を

提示することにある。一方、アレルギー反応感受性決定に預かるアトピー遺伝子

は多数存在する。最も重要なウェイトを持つアトピー遺伝子を具体的に同定する

作業と共に、遺伝素因全体としていかなる発症感受性決定機構が働いているかを

明らかにせねばならない。

本講演ではまず、血清中総lgE値を指標とし 、喫煙 、飲酒、睡眠時間、食事、労

働パターン、ストレス様態などアレルギー発症との関連が疑われるライフスタイ

ル環境要因との関係を定量的に明らかにする。その際、個々人のライフスタイル

を包括的に評価する手法として、健康習慣指数を定義し、個々人のライフスタイ

ル変容の重要な指標として用いることを提案する。一方、がん免疫力として注目

されているナチュラルキラー細胞活性はＦｃ ｓRII （Loｗ　Affinity　lgE　Rece

ptｅｒ）の産生系を介在し、lgE産生系との相互作用が考えられる。そこで健常者に

対し、ナチュラルキラー活性と血清中総lgE値を同時に測定した結果、lgE値の高

い群は、がん免疫力（ナチュラルキラー活性）も有意に高い事実を見い出した。

このようにアレルギー発症の機構そのものは、人間を含む生命体がその生命を維

持する為の重要機構と深いかかわりを持つことが示唆される。

アレルギー発症における遺伝素因の解明もまた重要な課題である。筆者らは、

９ －



英国オックスフォード大学（Dｒ.Jｕllian　Hopkin）との共同研究により、１１番

染色体の長腕の一部にアトピー遺伝子の存在を示唆するデータを得ている。しか

もそのアトピー遺伝子座はGenomic　lmpｒintingを持って伝達される。この遺伝子

が母親から伝わった場合にはアトピーを発症する遺伝子として働く一方、父親か

ら伝わった場合にはそのような働きを持たないことが示唆された。それではこの

遺伝子座とは何か。我々はＦｃ ｓRI （High　Affinity　lgE　Recepter）のβ

Chainが細胞膜とクロスする部位に存在する１８１番目のアミノ酸イソロイシンが

ロイシンに突然変異を起こしていることがこの高感受性を決定するものと考えて

いる。

このような例を通じ、アレルギー感受性における環境要因と遺伝素因の交絡の

度合いは年齢に強く依存することを示唆される。そこで我々は一卵生双生児集団

を対象に、高lgE値保有者率並びにアレルギー疾患有症状率の一致率を見たところ、

小児期では８０％以上であるにもかかわらず老年期になると２０％程度に低下す

る事実を認めた。ライフスタイル環境要因は加令と共にアレルギー発症に対しよ

り強く寄与すると考えられる。

－10 －



特別講演

ア レ ル ゲ ン ペプ チ ド のア ナロ グ を 用 い た Ｔ 細 胞 脱感 作 の 試 み

西村　泰治

(熊本大学大学院医学研究科・免疫識別学講座)

即時型アレルギーは、アレルゲンに特異的なlgE によりもたらされることは言う

までもない。このlgEの産生には活性化されたCD4陽性ヘルパーＴリンパ球、およ

びこれが産生するIL-4などのいわゆるTh2型サイト カインが重要な役割を担ってい

る。抗原提示細胞はアレルゲンを取り込み、分解してできたペプチドをHLA クラス

11分子の先端部分に結合して細胞表面に発現し、これを認識したCD4陽性ヘルパー

Ｔリンパ球は活性化される。HLAクラス11分子は、特にペプチドを収容する溝の部

分に著明な多型（個体差）が存在し、HLA が異なればペプチド収容溝の形状も異な

？てくる。したがってHLAの多型は、特定の抗原ペプチドに対する免疫応答の個体

差を決定する遺伝要因となりうる。演者らは、日本人においてアレルギー性鼻炎

あるいは気管支喘息の原因となる主要なアレルゲンである日本スギ（Cryjl ）およ

びコナヒョウヒダニ（Derfl ）に対するヒトCD4 陽性Ｔリンパ球の免疫応答を解析し、

こ れを活性化するHLAクラス11分子およびアレルゲン由来のペプチドが多様であり、

患者ごとに異なっていることを明らかにした。さらに特定のＴリンパ球クローン

において、アレルゲンペプチド上の１アミノ酸を置換したアナログペプチドを用

いて、Ｔリンパ球の応答をlgE産生に抑制的に働く方向に修飾できることを発見し

た。このような観察は、Ｔリンパ球の抗原認識にもとづく活性化が、従来考えら

れていたようなｏｎ/off型のものではなく、Ｔ細胞レセプターのリガンドの微細な

変化に対応して変化することを示すものである。さらに抗原ペプチドのアナログ

を用いて、抗原特異的なＴリンパ球の応答のみを選択的に修飾するという、新し

い免疫療法の可能性を示すものである。

11 －
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シンポジウム ーＩ

アレルギー疾患と環境要因一　学童を中心とした疫学調査よりー

常俊義三（ 宮崎医科大学公衆衛生）

近年，喘息，杉花粉症状等アレルギー疾患の増加が指摘され，その要因の一

つとして,大気環境中の汚染物質の関与が指摘されている。

アレルギー疾患，特に小児期の喘息と大気汚染に関する疫学調査は1960年代

後半から欧米諸国で行われ，我が国でも1970年代に学童期の呼吸器症状及び喘

息と大気汚染との関連性についての疫学調査が行われてきたが，大規模な調査

が行われるようになったのは1980年以降である。また，杉花粉症については，

外来患者の増加を指摘する報告は1970年代にみられるが，大気汚染との関連性

に着目し，地域集団を対象と調査報告が行われるようになったのは1980年以降

であり，その報告数は限られたものである。

1980年以降，大気汚染濃度の異なる地区の学童を対象として行ってきた疫学

調査で，喘息の有症率は都市部だけでなく農村部でも増加しており，1960年代

の約10倍以上に増加している。この喘息の発症に関与する個体の素因について

は，血清中の非特異的1gE抗体値・陽性率の分布に地域間に差がみられないが，

喘息の有症率・新規発症率では地域間に差がみられる，非特異的lgE抗体陽性

群の有症率には地域間の差がみられなかいが，陰性群の有症率では差がみられ

る（都市部の方が農村部より新規発症率・有症率が高い）「成長と共に治癒す

る」傾向がみられなくなり，学童期でも新規発症がみられる等の知見を得，ま

た，杉花粉症についてはその発症がＩ型アレルギーによるとすれば，感作・発

症を左右する主たる要因は杉花粉の飛散量であり，大気汚染は修飾因子である

ことを示唆する知見等を得たので報告する。

12 －
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シンポジウム ーII

アレルギーと環境化学物質

手島玲子

国立衛試（機能生化学）

環 境 化 学 物 質 と ア レ ル ギ ー の 関 連 に お い て は 、 化 学 物 質 が ア レ ル ギ ー 原 性 を

持 つ 場 合 と ア レ ル ギ ー 促 進 活 性 を 持 つ 場 合 の 両 方 が 考 え ら れ る 。 本 シ ン ポ ジ ウ

ム で は 、 抗 原 性 が な く て も 、 即 時 型 ア レ ル ギ ー に 関 与 す る 肥 満 細 胞 の 細 胞 内 情

報 伝 達 系 を 活 性 化 し 、 化 学 伝 達 物 質 の 遊 離 を 促 進 す る 物 質 を 例 と し て 、 い く つ

か の ア レ ル ギ ー 促 進 機 構 を 紹 介 し た い 。

細 胞 と し て は 、 ラ ッ ト が ん 化 好 塩 基 球( Ｒ_ＢＬ-2H3) 細 胞 を 用 い 、 ハ イ ド ロ キ

ノ ン 系 、 フ ェ ノ ー ル 系 抗 酸 化 剤 並 び に 、 バ ナ ジ ウ ム 酸 に つ い て 、 細 胞 内 カ ル シ

ウ ム 濃 度 上 昇 、 蛋 白 質 リ ン 酸 化 反 応 、IP3 産 生 、 脱 穎 粒 反 応 、 ロ イ コ ト リ エ ン

(LTC 4 ) 産 生 、 サ イ ト カ イ ン(17N ‾Fα) の 遊 離 へ の 影 響 に つ い て 検 討 を 行 い 、

ア レ ル ギ ー 促 進 活 性 を 検 討 し た 。

用 い た ６種 の 抗 酸 化 剤 の う ち 、 ハ イ ド ロ キ ノ ン 系 抗 酸 化 剤 ＤＴＢＨＱ(2,5-di-

t- bｕtylhyd ｒｏqｕｉｎｏｎｅ) 及 び ＤＴＡＨＱ(2,5-di-t- ａｍｙlhｙdｒｏqｕｉｎｏｎｅ) は 、 細 胞 内

Ca 2 ゛濃 度 上 昇 を 示 し 、 抗 原 また は Ｃ キ ナ ー ゼ 活 性 化 剤 で あ る ＰＭＡ(pho ｒbo卜1

2- ｍｙｒiｓtａtｅ- 13- ａｃｅtａtｅ) 共 存 下 で の 脱 穎 粒 並 び に 、 ＴＮＦ α の 産 生 を 充 進 さ

せ た 。 こ の 作 用 は 、 小 胞 体 Ｃａ ２゛ － ＡＴＰａｓｅ 阻 害 作 用 の 強 さ と 相 関 す る も の と

推 定 さ れ た 。 ま た 、 ＤＴＢＨＱ は 、 ＴＰＡ 共 存 下 で 、 モ ル モ ッ ト の 皮 内 投 与 を 行

う と １時 間 以 内 に 発 赤 が 引 き 起 こ さ れ る の が 観 察 さ れ た 。 バ ナ ジ ウ ム 酸 と 酸 化

バ ナ ジ ウ ム の 場 合 、 過 酸 化 水 素 と 反 応 さ せ 、 過 酸 化 バ ナ ジ ウ ム 酸 と し て 細 胞 に

作 用 さ せ た 場 合 、 蛋 白 質 チ ロ シ ン リ ン 酸 化 反 応 、IP3 産 生 、 細 胞 内 Ｃａ ２゛濃 度

上 昇 、 脱 穎 粒 反 応 、 ＬＴＣ 
４の
産 生 を 促 進 し た 。 こ れ ら 反 応 は 、 抗 原 刺 激 に 伴 う

細 胞 内 の 反 応 を 模 倣 す る も の で あ っ た 。

以 上 、 環 境 化 学 物 質 の う ち 、 細 胞 内 Ｃａ ２ 上゙ 昇 を 促 す ２種 の 化 学 物 質 の 即 時

型 ア レ ル ギ ー 促 進 活 性 に つ き 検 討 し た と こ ろ 、 細 胞 内Ca 2 上゙ 昇 作 用 の み を 持

つ も の は 、 抗 原 刺 激 及 び ＰＭＡ 刺 激 に よ る 脱 穎 粒 反 応 等 を 促 進 す る こ と 、 ま た 、

蛋 白 質 リ ン酸 化 反 応 を 伴 い 細 胞 内 Ｃａ ２゛上 昇 を 引 き 起 こ す 場 合 に は 、 単 独 で 脱

穎 粒 反 応 を促 す も の と 考 え ら れ た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 細 胞 の 情 報 伝 達 系 へ の

影 響 を 調 べ る 系 が 、 ア レ ル ギ ー促 進 作 用 を 理 解 す る 上 で 重 要 で あ る こ と が 示 さ

れ た 。

－13



シンポジウム ーIII

lgE結合阻害によるアレルギーの予防的治療

羅　智靖・順天堂大学医学部免疫学

即時型アレルギーを惹起するlgEは、アレルギーの標的臓器である気道、消
化管の粘膜や皮膚、その所属リンパ節などで産生され、アレルギーの中心的な
エフェクター細胞であるマスト細胞や好塩基球に、高親和性lgEレセプター(F
cERI) を介して結合する。単量体のlgEのみではFcERI を活性化できないが、

スギ花粉症の場合はスギ花粉、ダユアレルギーの場合はダエ抗原などの多価抗
原が、FcERI に結合したそれぞれの抗原に特異的なlgEを架橋すると 、FcERI
が凝集、マスト細胞は活性化され、ヒスタミンやロイコトリエンをはじめとす

る化学伝達物質やサイトカインが放出され、アレルギー性炎症へ向けてその効
果相が始動する。

lgE一抗原複合体によって惹き起こされるアレルギー反応には、その即時相と
遅発相の二相性反応のあることが知られている。好酸球などを主体とする炎症

性細胞の浸潤によって特徴づけられる遅発相の反応は、慢性化へと向かうアレ
ルギー性炎症の初期相を理解するための一つのモデルとなりうる。即時相と遅
発相を繋ぐmissing link は、マスト細胞の産生 、放出するサイトカイン(IL-4，

TNF-αなど) 、そして血管内皮細胞に発現誘導される接着分子(VCAM-1,ICAM-1
など)の側面から、分子的に解明されつつある。
全身性アナフィラキシーを除いて、アレルギー性鼻炎、結膜炎、気管支喘息、
消化管アレルギーあるいはアトピー性皮膚炎などのアレルギー疾患は、いずれ
も外界からの抗原( アレルゲン)に曝される部位の局所における臓器特異的な疾
患と考えることができる。マスト細胞が脱穎粒した局所の走化性因子(LTB4,P
AF,RANTESなど)の濃度勾配に応じて、末梢の病変局所へと流血中から遊走、集
積した好酸球、好塩基球などの分化の最終段階にある炎症細胞はその場で活性
化され脱穎粒した後、アポトーシスなどにより死滅していくものと思われる。

したがって慢性炎症の場には、これらの細胞を流血中から次々に呼び寄せる原
因が存在するはずである。
末梢組織の血管周囲に住み着いている多数のマスト細胞は、その原因を構成
する細胞の有力な候補である。外界からの抗原の侵入があり、その抗原に対応
するlgEが存在する限り 、マスト細胞はその場で活性化され、しかも死滅する
ことなく増殖する。慢性炎症の背後で、Fc HI を介してその炎症のサイクルを

回しているマスト細胞を想定して、治療の標的を絞る戦略が成立する所以であ
る。
細胞間で対話を交わすための言葉としてサイトカインを考えると、サイトカ
インの働く場は本来的にそのサイトカインが十分な濃度で存在する、サイトカ
インが分泌された局所である。血管周囲に多く存在するマスト細胞の放出する
サイトカインは、その意味でもアレルギー性炎症の鍵を握るものと考えられる。
ThO細胞からTh2細胞へのIL-4依存性の変換 、lgE産生のクラススイッチに働く

IL-4,IL-13 などのソースとしても、マスト細胞の重要性を考えなければならな
い。

さらに最近、活性化されたマスト細胞がCD40L(リガンド)を発現することが
明らかにされ、B細胞側のCD40と結合することによりマスト細胞の産生するIL

-4,1L-13と相まってB細胞をlgE産生へと分化させる(クラススイッチ)系が明ら
かとなり、リンパ節以外の炎症局所におけるlgE産生の増強ループの存在が示
唆されている。したがってこの局面でも、抗原-lgEによるマスト細胞の活性化

を抑制する戦略は有効であることが予想される。

－14 －



シンポジウム ーIＶ

減感作療法の現状と将来

伊藤幸治、須甲松信、灰田美知子、奥平博一

(東京大学医学部物療内科)

減感作療法は1911 年 の Ｎｏｏｎ，Fｒｅｅｍａｎによって花粉症を対象とし

て始められて以来85年 になる。 以前は気管支喘息において も盛んに

行われてきた力叉 現在、 実施率は著しく低下しつつある。

当科関連アレルギー診療施設で無作為的に取り出したアトピー性気

管支喘息64 例のうち慢性型は39伊4、非慢性型は25 例であった。 特異

的減感作療法（主に室内塵による）の開始率は慢性型では昭和60 年

までは100 ％であった力叉60 年以後は約20 ％に低下し、 非慢性型では

50年 までは100 ％、51 ～60 年では67 ％、60 年以降は約5 ％に低下して

いる。 その一方の理由として抗アレルギー薬、 吸入ステロイドなど

の薬剤の開発と普及がある。 他方の理由として、 減感作療法が患者

に時間的、 経済的負担を与え、 なおその効果は予測できないことが

多い、 また注射による疼痛やショックなどの副作用も生じ得ること

である。　しかし、 特異的減感作療法は原因療法として唯一のもので

あり、 喘息の死亡率が上昇しつつあることを考えると、 見直されて

よい方法であろう。 ホヤ喘息においては、 城らにより好成績が報告

されている。 現在、 変性抗原による方法、 急速減感作療法、 経口減

感作療法、 ペプ チド減感作療法などの種々の改良法が提唱されてい

る。 ペプチド減感作療法はB 細胞エピトープを含まずT 細胞エピト

ープのみを含むペプチドを作成し、 アレルギー反応の副作用を起こ

すことなく短時間でT細胞アネルギーを生ぜしめるようにするもので、

ネコ毛垢の主要抗原Feld 1 のT細胞エピトープを含むペプ チドで1 週

1回、4 週間の注射で、 高率の効果を得たと報告されている。　　日本

では、 気管支喘息の原因アレルゲンはダニである。　ダニの主要アレ

ルゲンはDe ｒ f l （消化酵素由来）とDe ｒ f II （虫体由来）である。

教室の成績では、Deｒ f II のアレルゲン性は立体構造にあり、 シス

テインをセリンに置換し、S-S 結合を消すとアレルゲン性が失われる。

これをDeｒ f II免 疫マウスに点鼻するとDe ｒ f II 静注による喘息反

応が予防された。
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シンポジウム ーＶ

アトピーの遺伝的側面

山口悦郎，檜渾伸之，川上義和

北海道大学第１内科

1989 年 Ｏｘfoｒd 大学グループは，第１１番染色体長腕

にアトピー遺伝子が存在する可能性を報告し，その後その本

態が高親和性ｌｇＥＦｃ受容体のβ鎖( ＦｃｓRIβ) の特定の変異

(Ｌｅｕ181)であることを提起した．我々はアトピー患者を発端

者とする１４家系の家族構成員について，２つの１１番染色

体長腕のマーカー(D11897, ＦｃｓRIβ)を用い，多点連鎖解析を

行ったが，既報のような有意な連鎖は確認できなかった．し

かしそのうちひとつのマーカー(D11897) の特定の対立遺伝

子と，血清総lgE 高値とは有意な相関を示した．これはアト

ピーの有無で選別しない一般集団１２０名においても認 め

られ，しかも他の集団においても再現性があった．一方

Ｌｅｕ181 については約３００名の日本人では１例も発見され

ず，同変異がＦｃｓRIβの機能に影響を与えないマーカーであ

る可能性を示唆している．

現在アトピー遺伝子については，多くの施設で検索・追試

が行われており，第５番染色体長腕のサイトカインクラスタ

ー(5q31.1) との連鎖も報告されている．それらを総合すると，

いわゆるアトピー素因に関係する遺伝子は複数存在し，その

影響度は民族，家系によってかなり異なっていることが推測

される．
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一般演題 １

Bｅ-Cｕの免疫毒性に関する実験的研究

吉田　勉，０大谷尚子，谷脇弘茂，和田昭彦，島　正吾

（藤田保衛大・医・公衛）

［目的］ベリリウム障害の成因に関する実験的研究の一環として、

ベリリウム銅合金（Be-Cｕ）を投与したモルモットにおける、Be 特異

的リンパ球幼若化試験（Be-LTT ）を指標として、Be-C ｕ の免疫毒性に

ついて検討した。

［実験材料］実験動物はHa ｒtleｙ系雄性モルモットを用いた。投与

Be-Cｕ （Be 含有量1.8 ％）は１％寒天懸濁液に混和して用いた。

［実験方法］実験群はBe-Cｕ 投与2000 μg 群、同200 μｇ 群及び対

照群の３群に分け、モルモット胸腔内へ当該物質を直接注入した。

各群ともモルモット５匹について、金属投与後4,8,16 週目に屠殺し

Be-LTT 値を測定した。 Be-LTTの測定は、モルモット血液を用い抗原

刺激物質として硫酸ベリリウム（BeS04 ）を希釈して使用した。

［結果］対照群の投与後４週162 ±19 ％、８週150 ±29 ％及び16週

170 ±29 ％に対し、2000 μg群では投与後４週176 ±27 ％、８週117

±33 ％及び16 週222 ±78 ％、同200 μg 群では投与後４週167 ±20

％、８週　152±32 ％及び16週133 ±52 ％であり、これらの間ではい

ずれも有意な変化は認めなかった。

［考察］Be-Cｕ 投与後４週、８週並びに16 週のBe-LTT 値は2000 μg

群、200 μg 群のいずれにおいても、本実験観察期間において対照

群とほとんど差異を認めなかった。当教室における同様の実験で、

慢性ベリリウム症の主因とされている、低温度瑕焼・高純度の酸化

ベリリウム（BeO ）を投与した場合には、Be-LTT 値に変化を認めて

いる。以上のことから、Be-Cｕ 合金はBeO に比較して細胞性免疫毒

性発現に対する反応性が弱いか、またはこの程度の投与量では生体

に対する感作性が小さいことが窺われた。

－17－



一般演題 ２

感作ｍ の体液性四: と皿 当細胞のサイトカイン産生反応

○長岡 芳、島 正吾、栗田秀樹1)浅田恭生、水野やよい、井波 修

(藤田保衛大・医・公衛、衛生1))

(目的) 感作性金属の免疫毒性解明の一環として。今回我々は、Be，Zｒ，Pt，Co，及

びNiを用い、体液性免疫応答と免疫担当細胞のサイトカイン産生反応に対するこれら

５種の金属の影響を中心として検討したので報告する。

(実験方法) １．ヒツジ赤血球(SRBC) 抗原によるlg M抗体産生反応に対する作用

SRBC感作マウスの牌細胞用い、in ｖitｒｏにおけるSRBC-lg M 抗体産生反応系に上記

５種類の金属を種々の濃度で添加し、抗体産生の変化を検討した。

２．マウス腹腔マクロファージのインターロイキンー1(MIL-1) 産牛に対する作用

これら金属添加マクロファージ培養系におけるMIL-1 産牛の有無ならびにその程度

を検討し、次いでLPS によるマクロファージのMIL-1 産生反応にこれらの金属を添加

して、この反応に対する金属の影響を検討した。

３．マウス眸細胞のインターロイキンー2(MIL-2) 産生に対する作用

これら におけるMIL-2 産牛の有無ならびにその程度を検討し

、次いで、Con A による牌細胞のMIL-2 産生反応にこれらの金属を添加して、この反

応に対する金属の影響を検討した。

(結果) １．金属濃度の増加に伴なって増強反応を示すもの(Be 、Zｒ、Ni) と、用い

た金属濃度ではほとんど変化が認められなかったもの(Co)と、さらに高濃度では抑制

作用を示すもの(Pt)の３種類の異なる作用が認められた

2.MIL-1 産生反応に対する金属の影響では、Be添加系のみ力iMIL-1産牛を認め

しかも金属濃度の増加に伴う反応の増強効果を認めた。またLPS によるMIL-1 産生反

応に対する影響では、この反応に対してZｒは増強作用、Ptは抑制作用を示した。

3. Be 及びNi 添加系ではMIL-2 産牛作用を有し、しかも金属濃度の増加に伴って反

応の増強を認めた。また、Con A によるMIL-2 産生反応に対する影響では、Ptはこの

反応を抑制したが、他の４種の金属はすべて増強作用を示した。
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一般演題 ３

接触感作マウスのリンパ節におけるサイトカインmRNAの発現

鹿児島大学医学部衛生学講座

鹿児島大学医学部医動物学講座

骨 宝 会

于　　派

青山公治

木谷　敦

松下敏夫

松山隆美

Ｔｏ ｃｌａrify in ｖiｖｏ ｃytokine pronles ｉｎ ｃｏｎtａｃt s ｅｎsitiｚａtｉｏｎ
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poly ｍ ｅrａsｅ ｃｈａｉｎ r ｅａｃtｉｏｎ. Ｗ ｅ ｈａｖｅ ｄｅｍ ｏｎstr ａted in this st ｕdy that
，

ａｍｏｎｇ the eight ｃｙtｏｋｉｎｅ ｍ Ｒ Ｎ Ａs obs ｅｒｖｅｄ ｉｎ ｎａｉｖｅ ｍｉｃｅ
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ｈｅ ｍ Ｒ Ｎ Ａs
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ｅｘpr ｅssed ｗher ｅａs IL-5 and IL- １３ ｍ Ｒ Ｎ Ａs ｗ ｅrｅ ｎｏt det ｅｃtable. ０ ｎ tｈｅ

ｏther hand ， ｃｏｎtａｃt　s ｅｎsitiｚａtｉｏｎ ｏｆ ｍｉｃｅ ｗit ｈ Ｄ Ｎ Ｃ Ｂ　 ｏr Ｏ χ ＡＺ

signific 皿tly ｕp-reg ｕlated t ｈｅ ｅｘpr ｅssｉｏｎs for Th l ce11s-r ｅｌａtｅｄ ｃyt ｏｋｉｎｅ
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， IL-5 ，IL-10

and IL- １ ３ ｍ ＲＮ Ａs ｗ ｅrｅ ａｌso ind ｕｃｅｄ ｗeakly ｏr ｍ ｏｄｅrａtely in the

draining ly ｍ ｐｈ ｎｏｄｅs of s ｅｎsitiｚｅｄ ｍｉｃｅ. Ａ ｍ ｏｎｇ the fk) ｕr Th2 cyt ｏｋｉｎｅ

ｍＲ Ｎ Ａs ， bot ｈ ｃｏｎtａｃt aller ｇｅｎs sho ｗ ｅｄ ｍ ｕch gr ｅａt ind ｕcing ef ＆ ｃt ｏｎ

ＩＬ- ４ ｍ Ｒ Ｎ Ａs t ｈａｎ ｏther ｃyt ｏｋｉｎｅs. ln addit ｉｏｎ, ０ Ｘ ＡＺ ｈａs ｂｅｅｎ ｆｏｕnd t ｏ

ｂｅ ｍ ｕch str ｏｎｇ t ｈａｎ Ｄ Ｎ ＣＢ ｉｎ ｉｎｄｕcing t ｈｅ ｅｘpr ｅssｉｏｎs ｏｆ ｃyt ｏｋｉｎｅ

ｍ ＲＮ Ａs. Th ｕs ， the pr ｅsｅｎt st ｕdy indicat ｅs that ｃｏｎtａｃt sｅｎsiti ｚｅrs ｍ ａy

ind ｕｃｅ the mi ｘｅｄ ｅｘpr ｅssｉｏｎs ofboth Thl and Th2 cyt ｏｋｉｎｅ ｍ Ｒ Ｎ Ａs, b ｕt

ｎｏt　 ｏｎｌy　Thl　cyt ｏｋｉｎｅ　 ｍ ＲＮ Ａs　 ａs　s ｕggested　by　the　pr ｅｖio ｕs

in ｖｅstigat ｉｏｎs.
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一般演題 ４

小 麦 粉 喘 息 の10 例

○坪 井信治（ 大竹 市坪井内科 呼吸器 科 ）、大塚正（ 広島

市大 塚内科 ）、勝谷 隆（ 廿日 市市地 御前勝谷内 科 ）、城

智彦 、桑原正 雄、小 泊好幸、粟屋幸 一（ 県立 広島病院内

科 ）、麻奥良 子（ 広島 市鷹之橋中央 病院内 科）

（ 結 果 ）過去33 年 間に県立広島病院 内科喘息外 来を受 診

した 気管支喘 息8335 例中に、484 例（5.8% ）の職業 性 喘

息 があり 、そ の中 に10 例の小麦粉喘 息 例を認 めた．

男 性８例、 女性２ 例で、年齢は　27-61 歳 、い ずれ も小

麦 粉を 扱い、 それを 吸入する職業に 従事し てい た． 発病

まで の従業 期 間は2-18 年で、全 例に アレ ルギ ー性鼻炎 、

２ 例 に同 結膜炎 の合 併 がみら れた．

全 例で小 麦粉抗 原液 による皮内反 応が陽 性で 、検査 し

た もので は、末 梢血白 血球 の好酸球 の増多 があり 、小麦

粉抗 原液に よる点鼻 試験、 吸入誘発 試験、RAST も陽性で

あっ た．

１ 例は転職 により 寛 解し た． 作業 場 の環境改善 、作業

中の マ スクの着 用を 指導し、対 症療 法を 行 った が、全 例

で良 く奏効し た． 減感作療 法を 実施し た４ 例で は、著効

３例、有 効１ 例の成 績であ った．
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一般演題 ５

製菓工場従業 者に見ら れた 杉材 に起因 する職業性 喘

息の１例

高本　公

高本医院

日本職業アレルギー学会において、これまで私が経験した職業

性喘息を発表してきたが、今回製菓工場従業者のなかに杉材に起

因すると考えられる職業性喘息を見い出し、若干のアレルギー学

的検索および治療を行ったので報告する。

症例：２２歳女性　職業：製菓工場従業者

現病歴：平成3年7月に菓子箱の箱折や菓子の箱詰作業に従事後、

約2 年経ってから喘息症状を訴える様になり、次第に増悪するの

で平成5 年12 月１７日に当院受診した。

本喘息は、従業中に菓子箱やペーパークッションの材料である

杉材より発生飛散する粉塵吸入による職業性喘息と考えられ、ア

レルギー学的検索を行ったところ、血中19E 値は12371U/ML と

上昇し、アレルゲン皮内反応は杉エキスに陽性、19E RAST は杉

に陽性を示した。杉エキスによる皮内反応闇値は10 万倍を示し

た。ピークフロー（ ＰＥＦ）値は就業20 分後に著明な減少が認

められた。

以上の検査成績により本喘息が杉に起因する職業性喘息と診断

されたので、杉エキスによる特異的減感作療法を実施したところ

奏効した。
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一般演題 ６

パ ーマ ネ ント ウ ェ ーブ 剤 ス プ レ ー が 喘 息 発 作

の 誘 因 と考 えら れ た喘 息 の 一例

山 木 健 市 、 高 木 健 三 （ 名 古 屋 大 学 第 二 内 科 ）

（ 目的）　 喘息発作の誘因とし てパーマの際 に噴霧 す

るパ ーマ ネント ウェ ーブ 剤スプレ ーが 考えら れた美 容

師を経験す るこ とができたので 報告す る。

（ 症例）　 ３０歳 の女性患 者（美容師）は、 ３年前 に

気管支喘息 を発症し、当初気道感染に もとづ く喘息 と

考えら れてい たが、問診 より増悪の誘因とし てパーマ

の際に噴 霧す るパ ーマ ネント ウェ ーブ 剤スプレ ーが考

え ら れる よう になった。

（ 結果）　 使用 するスプレ ーの 中には、 溶剤を含め シ

ス テイン塩酸塩類、チ オグリコ ール酸塩類 、エ デト 酸

塩類 、モ ノエ タノ ール アミン、塩酸 ステアリ ルト リメ

チ ルアンモニ ウム、香 料などが入っ ている。　こ れらは

接触性皮膚 炎の原 因となるが、こ れら の薬剤 に対 して

パッチ テスト を行っ たが、全て陰性であっ た。 現在 で

は、スプレ ー使用 時において もピ ークフロ ーに低 下は

みら れない。　また、症状 もほとんどみら れない ほ ど安

定し てい る。 結果 として、本症例 は季 節変動 を有 する

喘 息で、パ ーマ ネント ウェ ーブ剤スプレ ーで発作 が誘

発 された喘息であ ると考えら れる。　し かし、 美容 師に

発症 する喘 息、 また女性の成人 発症喘息に注目 すべ き

点 と考えら れる。
－22－



一般演題 ７

医療従事者におけるラテックスアレルギーの実態調査

○西田るみ、岡島光也、竹川　清、川口とし子、大沼すみ、大沢

純子、北村和子、池渾善郎（横浜市立大学浦舟病院皮膚科）

（目的と方法）ラテックスアレルギーは、日頃、ゴム製医療器具

に接することの多い医療従事者にとって深刻な職業性疾患で、近

年急速に注目を集めているｏ 今回は医療従事者におけるラテック

スアレルギーの実態を明らかにするために、当 院職員６３４人を

対象にアンケート調査を実施した。さらに、本症のハイリスクグ

ループと考えられるアトピー性皮膚炎 患者１１３人を対象にラテ

ックスーＲＡＳＴの解析 も行った。

（結果）ラテックス製手袋を装着して葦麻疹が出現すると答えた

のは、６３４人中２４人（3.8 ％）。尋麻疹症状を有する群 と有さ

ない群との間でＡＤ患者の割合を比較すると、有する群では２４人

中７人（29 ％）、有さない群では６１０人中５７人（9 ％）と有意

差を認めた。また、ＡＤ患者群とｎｏｎ
’ＡＤ
患者群との間で葦麻疹症状

を有する者の割合を比較すると、ＡＤ患者群では６４人中７人（11

％）、ｎｏｎ-ＡＤ患者群では５７０人中１７人（3 ％）と有意差を認め

た。さらに当院皮膚科のＡＤ患者１１３人のラテックスーＲＡＳＴの解

析の結果、ラテックスーRAST 陽性率は４６人（41 ％）と高く、ＡＤ

の重症群ほど高い陽性率を呈した。

（結語）ＡＤ患者はラテックスアレルギーのハイリスクグループで

あり、特に、ＡＤを有してゴム製医療器具に接することの多い医療

従事者は、本症への認識を高める必要性があると考えられる。

－23



一般演題８

モ ル モ ッ　ト 実 験 従 事 者 に 発 症 し た 気 管 支 喘 息

の ２ 例　 近 畿 大 学　 第 ４ 内 科　 Ｏ 波 津 龍 平

藤 田 悦 生　 東 田 有 智　 長 坂 行 雄　 大 石 光 雄

中 島 重 徳

症 例 １　：　３ ０ 歳　 男 性　 医 学 部 助 手　 主 訴

発 作 性 呼 吸 困 難 ． 週 ３ ～ ４ 日 間 の モ ル モ ッ ト

に よ る 動 物 実 験 を 開 始 し た と こ ろ 募 麻 疹 ， 流

涙 ， 鼻 汁 を 伴 う よ う に な っ た ． 約 ４ 年 後 に は

モ ル モ ッ　ト 実 験 中 に 発 作 性 呼 吸 困 難 が 出 現 し

た ． 休 職 に よ る 抗 原 回 避 に よ り 発 作 は 全 く 消

失 し た ． 症 例 ２　：　４ ３ 歳　 男 性　 医 学 部 講 師

主 訴　 夜 間 喘 鳴 ． ネ コ の 実 験 を お こ な っ て い

た が ， 同 室 で 他 人 が あ っ か っ て い た モ ル モ ッ

ト に 感 作 さ れ ， 夜 間 喘 鳴 が 出 現 す る よ う に な

っ た ． さ ら に そ の 後 ， モ ル モ ッ　ト の 実 験 を す

る よ う に な り ， 防 塵 マ ス ク，着 用 す る こ と に よ

り 発 作 は 認 め ら れ な く な っ た ． 実 験 前 後 の Ｐ

Ｅ Ｆ を 測 定 す る 努 め て い る ． リ ン パ 球 サ ブ セ

ッ ト に つ い て も 報 告 す る 予 定 で あ る ．
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一般演題 ９

メチルテトラヒドロ無水フタル酸（ＭＴＩＩＰＡ）による鼻炎と

特異的抗体の関連性について

○山LI恭平，横田幸三，城山康，藤木幸雄（松下産業衛生科学センター）

竹下達也，森本 兼我　　　　　　　　 （大阪大学・医・環境医学）

（目的）家庭電化製品のコンデンサーを製造している工場は、巻取・金属

溶射・端子板組立・樹脂充填と硬化（１ ０ ０°Ｃ）・検査・完成の各工程か

らなり、充填工程において絶縁・保護のために約５ ０°Ｃに加温し液状にし

たエポキシ樹脂（硬化剤:　MTHPA ）を使用している。当工場は昭和５７年

から３ラインで製造を開始し、平成４年までに６ラインに増設され今日に

至るが、約１０年前から作業者に作業関連性の鼻炎症状がみられ、酸無水

物は粘膜刺激性かつ感作性物質として知られているので、現状把握と作業

環境の改善を目的として、平成６年１２月と平成７年２月に作業条件調査

を実施したので、今回その結果を報告する。

（方法）特異的抗体の分析：工程で使用しているilTHPAと人アルブミンを

反応させ抗原を作成して、S-lgE はファルマシア・キャップシステムで。

S-lgG4 はEIA キット（VECTOR ）で分析し結果はそのまま吸光度を用いた。

またT-lgE はファルマシア・キャップシステムで分析を行った。

対象者：製造工程に従事している４５名、設備メンテナンス・樹脂硬化実

験・組立工程への応援・製品抜き取り検査等で間欠的な暴露を受けている

２８名、以前作業でＭＴＨＰＡの暴露を受けていた２２名の合計９５名で、

調査実施前に質問紙表（作業歴、アレルギー歴、鼻炎症状、どういう時に

出現するか、どうすればおさまるか、生活習慣等）を配布し、採血・診察

時にその内容を確認した。

（結果）1 ）S-lgG4は常態的に暴露されている作業者より間欠的、あるい

は以前暴露を受けていた作業者において低値であった（P<0.02 ）。一方、

S-lgE は暴露の形態に関わらず有意差はみられなかった。　２）作業関連性

の鼻炎症状はS-IRE と関連がみられたが、S-lgG4とは関連がみられなかっ

た。　3）S-lgE について陽性と陰性の作業者のT-lgE を比較した場合、陽

性者の方が高値を示した。（騏平哺:勧101 ，44.8 1U/m1,P<0.005 ）。
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林業従事者における血清中スギ花粉特異抗体価

について

○石井譲治（名古屋市衛生研究所）、内藤健晴、横山尚樹、

石原正健、妹尾淑郎、岩田重信（藤田保衛大　耳鼻科）

「目的」林業従事者はその職業柄、常に、そして長年に渡りスギ

花粉の高濃度曝露を受けていることが予想される。

これら林業従事者のスギ花粉感作状況を調査することは

たいへん興味深い主題であると思われる。そこで今回我々

は愛知県内の林業従事者のスギ花粉特異抗体を測定し、同

県内の一般住民と比較したので報告する。

「対象及び方法」

林業従事者（男75名、平均年齢47.6歳、平均従事年数

（20.9 年）の血清中スギ花粉特異lgE抗体価、lgG4 抗体価

及び総lgE 抗体量を測定し、献血より得られた血清検体の

中から年齢構成を類似させた一般男性（73名、平均年齢

46.9歳）のそれと比較検討した。スギ花粉特異lgE抗体価

、総lgE抗体量、スギ花粉特異lgG4抗体価の測定は酵素免

疫吸着法（ＥＬＩＳＡ法）で行った。

「結果」林業従事者のスギ花粉特異lgE抗体価とスギ花粉特異lgG4

抗体価は一般住民の値と有意の差は認められなかったが、

総TgE 抗体量は一般住民の方が有意（５％）に高値を示し

た。スギ花粉特異lgE抗体陽性率は林業従事者では38.7 ％、

一般住民のそれは46.6％で有意差は見られなかったが、林

業従事者の方が低い傾向を示した。
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群 馬県 内 成人 集 団 に お け る ア レル ギ ー の 調 査 研 究 － ダ ニ 特 異lgE 抗 体

保 有状 況 と その 地 域 間 差異 －

○ 佐 藤久 美 子､ 中 洋 次夫､ 大 野 絢 子( 群 馬 大 ・医 短 大) 、 佐 藤 有 紀 子 、 中 野正 孝 、 野 尻

雅 美( 千 葉 大 ・看 護 ・保 健 学) 、 土 橋邦 生( 群 馬 大 ・ 一 内)

( 目 的) 最 近 の ダ ニ( ハ ウ スダ ス ト) ア レル ギ ー 増 加 は 、 建 築 様 式 や 建 材 な ど 住 環 境

の 変 化 とそ れ に 伴 う 室 内 環 境 の 変 化 に 深 く 関係 し て い る と 考え ら れ る 。 我 々 は 、 保 健

指 導 の 観 点 か ら 単 身 者 や 一 般 家 庭 の 室内 環 境 整 備 状 況 や それ ら と ダニ ア レル ギ ーの 関

連を 調 査 中 で あ るが 、 今 回 群 馬県 内 の成 人 を 対 象 と し て 、 ダ ニ 特 異lgE 抗 体 保 有 状 況を

調 査 し 、 そ の 結 果を 性 別、 年 齢 別 に 分析 す る と と も に 、 都 市 部 、 農 山 村 部 な ど 居 住 地

別 に 集 計 し、 そ の 地 域 間の 差 異 につ いて 検 討 し たの で 報 告 す る。

(対 象 お よ び 方 法) 群 馬 県内 の18 才 ～84 才 ま で の 成 人 、3,089 名( 男 子:1,442 名 、 女

子:1,647 名) を 対 象 と して1994 年6 月 ～8 月 に 行 わ れ た 健 診 時 に 採 血 し、 血 清 中 の ダ ニ 特

異lgE 抗 体 保 有 状 況 を7)ｅｒｍａtｏｐｈａｇｏ砥ｅｓ Jaｒｉｎａｅ を 抗 原 と して 蛍 光-ＥＬＩＳＡに よ り 測定 した 。

結 果 はRelali ｖｅ ｎｕｏrｅsｃｅｎｃｅ ｕnit ｖ山 ｅ( ＲＦＵ値) で 表 し た。 特 異 抗 体 陽 性 判 定 基 準 は 林 、

玄 番の 方 法( 正 常 値 ガ イ ドブ ッ ク　 宇宙 堂 八 木 書 店) に よ り 、 全 被 験 者 のＲＦＵ値 の ヒ ス

ト グラ ムを 作 製 して 陰 性 群 を 決 定 、 そ の 平 均 値 ＋3SD を 越 え た 者 を 陽 性 と し た。

(結 果 お よ び ま と め) 全 被 験 者 の ダ ニ 特 異lgE 抗 体 保 有 率 は18.9 ％で 、1989 年 調 査 の

結 果 、18.5 ％と ほ とん ど変 わ らな か っ た。 20 歳 代 の 陽 性 率 は33.3 ％で 全 年 齢 を 通 し て 最

も 高 く、 加 齢 と と も に徐 々に 低 下 し、60 歳 代 以 降 で は9.5 ％ に 減 少 し た。 男 女 別 の 統 計

で は 、 男 子 の 平 均 保 有 率(23.7 ％) が 女 子 の そ れ(14.8 ％) を か な り 上 回 っ て お り 、 特 に

20 歳 代 ～40 歳 代 で そ の 傾 向 が 顕 著 で あ っ た 。 次 に 、 ダ ニ 抗 体 保 有 率 の 地 域 間 差 異 を 検

討 す る た め 群 馬 県 を 中 部( 前 橋 な ど) 、 北 部( 沼 田 ・中 之 条 な ど)、 東 部( 太 田 ・桐 生 な ど) 、

西 南 部( 藤 岡 ・富 岡 な ど) の4 地 区 に 分 割 し 、 それ ぞ れ につ い て ダ ニ 抗 体 保 有 率 を 検 討 し

た と こ ろ、 農 山村 地 区 で 比 較 的 新 興 住宅 の 多 い と こ ろ に 居 住 す る 西 南部 地 区 の 抗 体 保

有 率が 市街 化 区 域 に 居住 す る住 民 の多 い 中 部 地 区 の そ れ に 比 較 して 高い 傾 向 を 示 し た。

同 じ 農 山村 地 区で も 住宅 開発 の 遅 れ てい る 北 部 住 民 の 抗 体 保 有 率 は 中 部 地 区 と 同 様 の

傾向 を 示 し た。 こ の よ う な 地 域 別 の 傾 向 は 若 年 層 に お い て 特 に顕 著 で あ っ た。

本研究の一部はフ ァイザ ーヘルス リサ ーチ振興 財団 の援助に よって行 われた。
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アトピー候補遺伝子ｌｇＥ ＦＣ受容 体の β鎖 （ＦＣＥＲＩβ）変異の

人種間比較

毛暁全　　森本兼襲

(大阪大学医学部環境医学教室)

（目的）　 アトピー候補遺伝子の一つＦｃＥＲＩβ鎖における変異の人種間

分布を決定する日英共同研究として日本人集団における同遺伝子間の変

異とアトピーの関連を明らかにするため疾患同胞対法研究と関連研究を

行った。

（方法）　 日本人アトピ性一喘息（成人、小児）、非 アトピ性一喘息、

皮膚アレルギー、花粉症患者各１００名と対照１００名及びアトピー

２８家系構成員のＤＮＡを抽出し、ＦｃＥＲＩβ鎖内に発見された５つの

ＲＦＬＰと（ＣＡ）ｎの解析を行った。

（結果）（１）家系調査の結果ＦｃＥＲＩβ鎖（ＣＡ）ｎとアトピーに強い連鎖

を認めた。

（２）３つのcoding rｅｇｉｏｎ変 異の内で第 ７エ クソンにおける

qly237Gl ｕはアトピ ーと関連 を認めtｏtal lgE と強い 関連を

示 した。英 国人に認め られたＬｅｕ181、Ｌｅｕ183は日本 人に は

認めら れなかった。

（３）第２イントロン及び３’端に発見されたＲsａＩＲＦＬＰで は後 者

はヘテロ接 合体が５％以下であり解析不能であった。前者

では１０％であり、アトピーと関連が認められたが喘息と

は関連を認めなかった。

以上からＦｃＥＲＩβ遺伝子とアトピーとの連鎖は日本人でも証明されたが、

ＦｃＥＲＩβ鎖遺伝子の変異とアトピーとの関連には人種間で大 きな差が認め

られた。
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○川上泰彦

磯崎友実加

日本人珪肺症患者にみられる自己抗体とＨＬＡタイピング

友国晶子

坂口治子

愛甲隆昭　松木孝和　大槻剛巳　兵藤文則

植木絢子（川崎医科大学・衛生）

【 目 的 】　 珪 肺 症 患 者 に み ら れ る 自 己 免 疫 疾 患 の 発 症 機 所 に つ い て 研 究

し て お り 、 珪 酸 化 合 物 に よ り ポ リ ク ロ ー ナ ル にＴ ｃｃ１１ の 活 性 化 が 起 き る

こ と を 示 し て き た 。 近 年 多 く の 自 己 免 疫 疾 患 と 特 定 の Ｍ唇)r

histｏｃｏｍｐａtibility ｃｏｍｐｌｅｘ(ＭＨＣ; ヒ ト で はＨＬＡ) のallele と の 相 関 性 が 報 告

さ れ て き て い る 。 ＨＬＡ分 子 は Ｔ ｃｅ１１へ の 抗 原 提 示 に 関 わ っ て お り 、 自 己

免 疫 疾 患 の 発 症 と の 関 連 性 に 興 味 が 持 た れ る 。 そ こ で 今 回 、 珪 肺 症 患 者

に お け る 自 己 免 疫 疾 患 と とＨＬＡのａＵｅｌｅと の 相 関 性 を 調 べ る 目 的 で 、 自 己

抗 体 の 出 現 率 とＨＬＡの タ イ ピ ン グ を 行 っ た 。

【 方 法 】　 臨 床 的 に 自 己 免 疫 疾 患 の 症 状 の 無 い 珪 肺 症 患 者35 名 及 び 健 康

正 常 人25 名 よ り 、 同 意 を 得 て 末 梢 血 を 採 取 し 、 リ ン パ 球 と 血 漿 を 得 た 。

自 己 抗 体 の 解 析 は 間 接 蛍 光 抗 体 法 に よ り 行 っ た 。 ＨＬＡの タ イ ピ ン グ に つ

い て は 、 今 回 は 特 に 多 型 に 富 み 自 己 免 疫 疾 患 と の 関 連 性 が 報 告 さ れ て い

る 、 ク ラ スＩＩ ＨＬＡのＤＲＢ１領 域 に つ い て 、 リ ン パ 球 よ り 調 製 し た 染 色 体

ＤＮＡを 鋳 型 と し て ＰＣＲ-ＲＦＬＰ法 で 行 っ た 。

【 結 果 】 抗 核 抗 体 陽 性 率 は 対 象 者 で16 ％ で あ っ た の に 対 し 、 珪 肺 症 患

患 者 で は49 ％ で 検 出 さ れ た 。 ク ラ ス ＩＩ ＨＬＡのＤＲＢ１領 域 はＤＲ１～DR10

に 大 き く 分 類 さ れ る 。 こ の う ち 、 珪 肺 症 患 者 群 で はＤＲ８に 属 す る0803 の

alleleの 保 有 者 が11.4 ％ で あ り 、 対 照 の2.4 ％に 比 べ て 高 く 、 一 方 ＤＲ４に

属 す る0405 のallele の 保 有 者 が9.7 ％で あ り 、 対 照 の21.4 ％に 比 べ て 低

か っ た 。 ま た0803 のallele を 保 有 す る8 名 の 珪 肺 症 患 者 の う ち5 名 が 抗 核 抗

体 保 有 者 で あ っ た 。

【考 察 】　 ク ラ スＩＩ ＨＬＡ分 子 は マ ク ロ フ ァ ー ジ 等 の 細 胞 表 面 に 存 在 し

て ＣＤ４＋ｃｅＨに 抗 原 提 示 を 行 い 、 免 疫 応 答 の 調 節 に 関 わ っ て い る 。 珪 肺 症

患 者 で は0803 のallele 保 有 者 が 多 く 、 ま た こ の 患 者 の 半 数 以 上 が 抗 核 抗 体

を 持 つ こ と か ら 、0803 に よ り コ ー ド さ れ る 分 子 が 珪 酸 化 合 物 刺 激 に よ る

自 己 抗 体 産 生 に 関 わ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。 ＨＬＡの 他 の 遺 伝 子 座 の タ イ

ピ ン グ 及 び 自 己 抗 原 の 同 定 を 行 う こ と で 、 珪 酸 化 合 物 に よ る 自 己 免 疫 疾

患 発 症 に 対 す る 遺 伝 的 要 因 の 関 連 性 を 示 す こ と が 期 待 さ れ る 。

－30



一般演題15

慢 性 型 過 敏 性肺 臓 炎 の 臨床 病 理 学 的 検 討

○妹川史朗、佐藤篤彦、佐藤　潤、塚本克紀、戸舘亮

人、森田純仁、豊嶋幹生、早川啓史、千田金吾（浜松

医科大学第２内科）、岩田政敏（榛原総合病院呼吸器

内科）

（目的）慢性型過敏性肺臓炎（CHP）の臨床像を明らかに

するため、特発性肺線維症（IPF）と比較検討する.

（対象）過敏性肺臓炎の診断基準にて「確実」または

「強い疑い」と判定され、慢性経過を示し、かつ開胸

肺生検または剖検にて組織所見が明らかな５例（男性

１例、女性４例：平均年齢51.8 歳）を対象とした.

（結果）内訳は、職場環境３例（ハウス栽培２例、小

麦粉１例）、自宅環境２例で、経過様式は、1）急性・

亜急性エピソード→慢性、2）単回急性エピソード→慢

性、3）慢性経過のみに分類された．臨床像は咳瞰、呼

吸困難が高率にみられ、画像上蜂嵩肺所見を認める例

も存在する等IPF と類似点もみられたが、BAL でリンパ

球分圓の上昇例が多く、組織所見ではマッソン体や肉

芽腫が高率に観察され、病歴と合わせて鑑別上重要と

考えられた．原病に関連した死亡は１例みられた.

（結語）CHP では、慢性経過を惹起する要因として、反

復する抗原の曝露があげられ、治療的観点から十分な

環境改善が重要と考えられた．
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一般演題16

○

当科における10 年間の接触皮膚炎統計

久　智行、松中成浩

(和歌山県立医大・皮膚科)

当科において、過去10年間に受診した全患者の

うち、臨床診断名が、接触皮膚炎であった患者

について、統計的に考察する。
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一般演題17

ハウスナス作業者のアレルギー

上田　厚、原田幸一、大森昭子、魏　長年（熊大・医・衛生）、

松徳樹（銀杏短大）、庄野昌博（熊大・医・公衆衛生）、上田公代

大・医技短）

有

(熊

(目的) ハウスナス栽培従事者の多くが訴えるアレルギー様症状の実

態と本態を明らかにするために、当該作業者にアレルギー学的健診を実

施した。

(方法) 熊本県某地区のハウスナス栽培従事者男子40名、女子49名、

合計89名を対象に健診を実施した。内容は、問診( 作業の様子、自覚症

状と作業との関連、農薬散布と農薬障害、既往症、家族歴、習慣など) 、

血清免疫グロブリン値／補体価、皮内テスト( ナス: Ｃｏｃａ法、Ｈ．Ｄ、ス

ギ花粉、ブタクサ花粉、対照液：トリイ) 、パッチテスト( ナス：蒸留

水抽出、農薬：ダコニール他８種) 、血液生化学などであった。

(結果)(1) ハウスナス栽培はほぽ年間を通じた作業で、収穫期は12

－6 月と比較的長期に渡っている。収穫期には10日に１度の割合で農薬

散布が行われる。(2)即時型アレルギー様症状は47名(53 ％)、遅延型症状

は14名(16 ％)に見られ、男子に高率であった。(3)ナス抗原に対する皮内

テスト陽性者は20名(23 ％)、試験物質のいずれかに陽性の者は30名

(34％)で、いずれも男子に高率であった。このうちナスのみに陽性の者

は13名であった。(4)lgE値の上昇者は15名(17 ％)、いずれかの免疫グロ

ブリン値／補体価の上昇者は56名(63％)で、前者は男子に高率であった。

(5)ナスおよび農薬に対するパッチテスト陽性者は被験者38名中14名

(37％)で、男女差は見られなかった。ナスに陽性の者は１名のみであっ

た。

(まとめ) 以上のように、ナス作業者はアレルギー学的検査異常を示

す者が高率に見られ、とくに、ナス成分による即時型アレルギーをきた

す症例の存在を示唆する成績が得られた。
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一般演題18

職業性アレルギー性疾病の労災補償の問題点

原　一郎1. 2），西谷宜雄1）

1）大阪勤労者健康サ ービスセンター　2 ）大阪産業保健推進センター

[目的と方法]　 職業性アレルギー性疾病の発生は，近年著増の傾向が見ら

れるにもかかわらず，わが国での労災補償件数は，きわめて少ない．主として

補償制度に関連した問題点を，最近の経験を中心に検討する.

[結果] 労基法施行規則第35条別表の労働大臣告示に示されている，わが国

の職業性疾病の内，職業性アレルギーに該当するものは，｢第4節化学物質等に

よる疾病｣の中の3項(下表)と，大臣告示の 表中の数物質のみである．

美・理容関係者の手の皮膚炎の症例報告は多数であるのに，労災認定数はき

わめて少数しかない問題について，若干の検討を行った．

上記告示の解説書には，｢わが国で報告された主な職業性喘息｣の表が掲載さ

れているものの，監督署における認定実務においては殆ど活用されておらず，

｢職業性皮膚炎｣の表は示されていない．例えば職業がんの場合のように，アレ

ルゲンと業務，症状を表示し，かつ一定のアレルギー学的検査結果との対応に

よって，容易に認定されることが必要である．

働 大 臣 告 示 に 示 さ れ て い る 職業 性 ア レ ル ギ ー性 疾 病
一

3｡ すす，鉱物油，うるし，タール，セメント，アミン系の樹脂硬化剤等にさ

らされる業務による皮膚疾患

5. 蛋白分解酵素にさらされる業務による皮膚炎，結膜炎又は気管支炎等の呼

吸器疾患

6. 木材の粉じん，獣毛のじない等を飛散する場所における業務又は抗生物

質等にさらされる業務によるアレルギー性の鼻炎，気管支喘息等の呼吸器疾患
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秀夫

喜三郎

壽

一男

真人

晋浩

貞宏

保行

恭生

恒雄

満

九州大学医学部呼吸器科

東邦病院内科

小田原市立病院皮膚科

沼田国立病院,内科

下仁田厚生病院

国立相模原病院,内科学第四教室

公立富岡総合病院,内科

国立精神神経センター,精神保健研究所心身医学研究所

佐世保市立総合病院

浅井医院

藤田保健衛生大医学部,公衆衛生学教室

芦田耳鼻咽喉科医院

昭和大学医学部,内科学第一教室
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阿部　長造

荒井　康男

荒川　友代

荒川　やよい

荒木　恒治

安藤　正幸

飯田　英男

飯塚　邦彦

五十嵐　庫夫

池沢　善郎

石川　明子

石川　治

石川　嘩

石川　泰浩

石崎　達

石田　啓一郎

石田　裕子

石原　正健

石橋　正

泉　孝英

伊勢　忠男

井田　龍三

井手　武

伊藤　幸治

稲沢　正士

稲津　佳世子

井波　修

稲水　惇

乾　宏行

井上　洋西

猪木　篤弘

猪熊　茂子

囲畑　克朗

今泉　和良

今井　俊道

妹川　史朗

色川　正貴

阿部長内科

同愛記念病院,アレルギー・呼吸器科

藤田保健衛生大学医学部,公衆衛生学教室

藤田保健衛生大学医学部,公衆衛生学教室

奈良県立医科大,寄生虫学教室

熊本大学医学部,内科学第一教室

群馬大学医学部,内科学第一教室

いがらし内科医院

横浜市立大医学部附属浦舟病院

群馬大学医学部,皮膚科学教室

熊本大学医学部,耳鼻咽喉科学教室

岡山大学医学部,内科学第二教室

燕労災病院

神尾記念病院

労働福祉事業団旭労災病院

京都大結核胸部疾患研究所

岩手県立胆沢病院,内科

奈良県立医科大学,化学教室

東京大学医学部,内科物理療法学教室

前橋赤十字病院,内科

国立療養所南福岡病院

藤田保健衛生大学医学部,公衆衛生学教室

乾小児科内科医院

岩手医科大,内科学第三教室

吉備高原医療センター

都立駒込病院,アレルギー膠原病科

藤田保健衛生大学医学部,耳鼻科学教室

名古屋大学医学部,内科学第一教室

昭和大学医学部,内科学第一教室

浜松医科大,内科学第二教室

（株）日立製作所日立総合病院
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岩井　淳

岩崎　栄作

岩田　重信

岩田　全充

岩永　知秋

岩本　逸夫

植木　絢子

上田　厚

上田　宏

宇佐神　篤

宇都宮　忠生

梅田　博道

梅本　雅也

江沢　一浩

江頭　洋祐

海老原　勇

大井　薫

大石　光雄

大川原　真澄

大沢　純子

大沢　雄二郎

大城　一

太田　圭子

大田　健

大谷　尚子

大塚　正

大成　浄志

大前　和幸

大類　聡明

岡沢　明

岡田　千春

岡田　哲朗

岡野　智治

岡本　章一

岡本　誠

小川　賢二

奥平　博一

同愛記念病院小児科

藤田保健衛生大学医学部,耳鼻咽喉科学教室

トヨタ記念病院,呼吸器科

国立療養所南福岡病院,呼吸器内科

千葉大学医学部,内科学第二教室

川崎医科大,衛生学教室

熊本大学医学部,衛生学教室

藤田保健衛生大学医学部,皮膚科学教室

県西部浜松医療センター,耳鼻咽喉科

中央労働災害防止協会,労働衛生検査センター

名駅前診療所保健医療センター

藤田保健衛生大学医学部,呼吸器・アレルギー内科

群馬大学医学部,内科学第一教室

公立玉名中央病院

労働科学研究所

近畿大学医学部,内科学第四教室

岩手医科大学,内科第三教室

大沢皮膚科

遠江病院

帝京大学医学部,内科学第二教室

藤田保健衛生大学医学部,公衆衛生学教室

大塚内科医院

広島大学教育学部,教科教育科

慶応大学医学部,衛生学公衆衛生学教室

千葉大学医学部附属病院,皮膚科学教室

昭和大学医学部,内科学第一教室

国立療養所南岡山病院

岡田内科

南陽病院

国立療養所東名古屋病院,呼吸器科

東京大学医学部,内科物理療法学
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奥田　稔

奥村　悦之

小渾　尚彦

鬼塚　黎子

小野　康夫

小畑　秀登

鏡森　定信

香川　順

加古　恵子

笠原　正男

柏木　秀雄

加地　浩

加須屋　賓

片岡　葉子

片桐　修

勝谷　隆

勝田　満江

桂　載作

加藤　順子

加藤　保夫

金沢　卓也

金谷　邦夫

金廣　有彦

可部　順三郎

上平　知子

河合　健

川口　英人

川崎　美栄子

河田　典子

川見　正機

木内　夏生

来生　哲

岸川　禧子

岸本　桂子

北村　和子

北村　賢文

城戸　優光

日本臨床アレルギー研究所

高知学園短大

瀬戸健康管理センター診療所

国療宮崎東病院

仙台オープン病院

済生会下関総合病院,呼吸器内科

富山医科薬科大学医学部,保健医学教室

東京女子医科大学室,衛生学公衆衛生学教室

藤田保健衛生大学医学部,呼吸器・アレルギー内科

藤田保健衛生大学医学部,病理学教室

国立療養所明星病院

産業医科大学生態科学研究所

富山医科薬科大学医学部,公衆衛生学教室

大阪船員保険病院

岩手医科大学医学部,内科学第三教室

地御前勝谷医院

渡辺内科医院

ＬＣＣ原宿駅前クリニック

池田回生病院

（財）岐阜県産業保健センター

サン内科外科病院

うえに病院

岡山大学医学部,内科学第二教室

湯河原厚生年金病院

藤田保健衛生大学医学部,呼吸器・アレルギー内科

慶応大学医学部

高槻赤十字病院

耳原総合病院

岡山大学医学部,呼吸器・アレルギー内科

（財）労働科学研究所

鬼怒川ゴムエ業（株）

新潟大学医学部,内科学第二教室

国立療養所南福岡病院,耳鼻咽喉科教室

日清紡東京工場附属診療所

北村皮膚科医院

大医会おりど病院

産業医科大呼吸器科
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木野

木村

木村

木村
木屋

日下

楠戸

工藤

国松

熊谷

栗田

栗原

来嶋

桑原

小池

小泉

高納

小塚

古藤

小西

小林

小林

小林

小林

小松

小松

小松

小室

小森

近藤

近藤

近藤

後藤

後藤

斎藤
酒井

酒井

稔也

郁郎

和陽

五郎

俊夫

幸則

何生哉

宏一郎

幹和

睦

秀樹

直嗣

安子

英真

光正

一弘

修

雄民

直紀

一樹

節雄

敏男

英樹

三

仁

卓

平

道俊

淳

義隆

有好

忠徳

裕恒

和弘

基子

勝剛

淳

睦雄

神戸逓信病院,内科

岡山大学医学部,内科学第二教室

岡山大学医学部,内科学第二教室

木屋内科医院

福井医科大学,環境保健学教室

国立国際医療センター,呼吸器科

県立奈良医大,内科学第二教室

熊谷内科診療所

藤田保健衛生大学医学部,衛生学教室

大阪市立大学,内科

国立沼田病院,内科

医療法人大医会,日進おりど病院内科

小泉内科クリニック

こうのう内科

国立大阪病院,皮膚科

岡山大学医学部,内科学第二教室

仙台オープン病院

前橋協立病院

昭和大医学部

岩手医科大,内科学第三教室

国分寺診療所

横浜市立医科大学浦舟病院,皮膚科

小室医院

（医）宏潤会大同産業医学研究所

国立療養所西新潟病院

伊勢崎市民病院

ファルマシア（株）

医療法人,岸医院

医療法人清幸会土肥病院

九州健康総合センター

酒井医院
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榊原　博樹

榊原　正純

坂本　芳雄

篠川　真由美

佐々木　聖

佐竹　辰夫

佐藤　篤彦

佐藤　一博

佐藤　成彦

佐藤　元彦

佐藤　祐司

佐野　靖之

塩田　憲三

鹿内　喜佐男

鹿庭　正昭

信太　隆夫

賓成　文彦

斯波　明子

柴田　英治

島　浩一郎

島　正吾

島田　均

清水　俊男

清水　巍

清水　正之

清水　善男

下田　照文

庄司　昭伸

白井　敏博

白井　正浩

白川　太郎

新谷　良英

城　智彦

末次　勧

須貝　哲郎

杉江　弘巳

杉山　朝美

藤田保健衛生大学,呼吸器・アレルギー内科

榊原内科医院

埼玉医科大学,呼吸器・アレルギー内科

新潟大学医学部,内科学第二教室

大阪医科大学,小児科学教室

浜松医科大学,内科学第二教室

福井医科大,環境保健学教室

独協医科大学,耳鼻咽喉科学教室

藤田保健衛生大学,呼吸器・アレルギー内科

佐藤内科医院

同愛記念病院

大阪労災病院

鹿内内科医院

国立衛生試験所

国立相模原病院臨床研究部

香川医大人間環境医学講座

岩手医科大,内科学第三教室

名古屋医科大学,衛生学教室

藤田保健衛生大学,公衆衛生学教室

独協医科大学,耳鼻咽喉科学教室

群馬大学医学部,小児科学教室

金沢城北病院,呼吸器科

三重大学医学部,皮膚科学教室

長崎大学医学部,内科学第二教室

大阪回生病院,皮膚科

富士宮北市立病院,内科

天竜病院

大阪大医学部,環境医学教室

（医）宏潤会大同病院

県立広島病院

藤田保健衛生大学,呼吸器・アレルギー内科

池田回生病院,皮膚科

40



須甲　松伸

須藤　守夫

洲脇　俊充

妹尾　淑郎

千田　金吾

千田　嘉博

宗田　良

宗　信夫

高木　弘巳

高橋　功

高橋　清

高本　公

竹内　康浩

竹川　恵

竹下　達也

武田　伸郎

多田　慎也

立川　壮一

田中　晃

田中　健一

田辺　耕三

谷口　正実

谷藤　一生

谷藤　幸夫

谷本　秀司

谷脇　弘茂

田畑　正司

玉置　嘉輝

田村　昭彦

田村　昌士

田谷　禎増

高木　健三

千代谷　慶三

土屋　智

坪井　信治

津谷　泰夫

鶴谷　秀人

東京大学医学部附属病院,内科物理療法学

盛岡友愛病院

岡山大学医学部,内科学第二教室

妹尾耳鼻咽喉科医院

浜松医科大,内科学第二教室

東邦ガス診療所

国立療養所南岡山病院

宗耳鼻咽喉科医院

協立総合病院

高橋内科・皮膚科医院

国立療養所南岡山病院

高本医院

名古屋大学医学部,衛生学教室

大阪大学医学部,環境医学教室

碧南市民病院,耳鼻咽喉科

岡山大学医学部,内科学第二教室

藤田保健衛生大学,坂文種報徳会病院

独協医科大学,耳鼻咽喉科学教室

京都工場保健会

水島第一病院

藤田保健衛生大学,呼吸器・アレルギー内科

谷藤内科医院

八戸赤十字病院,内科学第三教室

藤田保健衛生大学医学部,公衆衛生学教室

金沢医科大,公衆衛生学教室

華陽診療所

九州社会医学研究所

盛岡繁温泉病院

桐生厚生病院,内科

名古屋大学医学部,内科学第二教室

珪肺労災病院

国立療養所西群馬病院,内科

坪井内科・呼吸器科医院

近畿大学医学部,内科学第四教室

国立療養所南福岡病院,耳鼻咽喉科
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寺西
十川

徳山

栃木

富岡
富岡

豊嶋

鳥飼

鳥越

土井

土橋

内藤

内藤

中川

中川

中渾

中島

中島

中野

中村

中村

中屋

長岡

長坂

長門

長野

生井

成田

新実

西浦

西片

西谷

西田

西原

西脇

根本

野上

秀豊

博

研一

崇男

真一

玖夫

幹生

勝隆

弘幸

一郎

邦生

健晴

龍雄

武正

秀昭

次夫

重徳

宏昭

秀彦

慎吾

晋

重直

芳

幸雄

宏

準

聖一郎

亘啓

彰男

由里子

光

宣雄

有子

修美

敬祐

俊和

裕子

富山医科薬科大学医学部,公衆衛生学教室

国立療養所南福岡病院,耳鼻咽喉科

群馬大学医学部,小児科学教室

鴨池生協クリニック

利根中央病院,内科

東邦大医学部附属病院,内科

浜松医科大,内科学第二教室

藤田保健衛生大学医学部,感染症・膠原病内科

鳥越内科

群馬大学医学部,内科学第一教室

群馬大学医学部,内科学第一教室

藤田保健衛生大学医学部,耳鼻咽喉科学教室

藤田保健衛生大学医学部,呼吸器・アレルギー内科

聖マリアンナ医科大学,難病治療研究センター

金沢医科大学,公衆衛生学教室

群馬大学医療技術短期大学部

近畿大学医学部,内科学第四教室

昭和大学医学部,内科学第一教室

国立療養所西群馬病院,内科

常滑市民病院

貞松病院,内科・アレルギークリニック

岩手医科大学,衛生学公衆衛生学教室

藤田保健衛生大学医学部,衛生学教室

近畿大学医学部,内科学第四教室

（医）長門莫記念会長門記念病院

国立療養所南福岡病院

大曽内科医院

奈良県立医科大学,内科学第二教室

京都大学胸部疾患研究所

熊本大学医学部,内科学第一教室

昭和大医学部,内科学第一教室

大阪府中央労働事務所,勤労者健康サービスセンター

藤田保健衛生大学医学部,公衆衛生学教室

国立岡山病院

国立名古屋病院,呼吸器科

公立七日市病院

国立療養所南福岡病院,呼吸器科
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野口　英世

野村　茂

萩原　修

橋爪　一光

橋本　哲盟

長谷川　真紀

服部　於菟彦

花岡　知之

塙　光一

浜田　朝夫

浜本　龍生

早川　啓史

早川　律子

林

林

原

原

鷹治

留美子

一郎

耕平

馬場　廣太郎

東　萬彦

樋口　清一

久田　剛志

久永　直見

平井　正志

廣瀬

広瀬

広瀬

笛木

福島

福田

福田

福間

福山

福田

藤井

藤倉

藤田

船越

邦彦

隆士

俊雄

隆三

千鶴

健

玲子

英記

展

智子

勝賞

輝道

委由

光彦

仁友病院

労働科学研究所

はぎわら内科医院

県西部浜松医療センター

（株）東芝三重工場

国立相模原病院

服部医院

労働科学研究所

公立忠岡病院

藤田保健衛生大学医学部,感染症・膠原病内科

浜松医科大,内科学第二教室

名古屋大学附属病院分院,皮膚科

たかの橋中央病院

愛知県春日井保健所

長崎大学医学部,内科学第二教室

独協医科大,耳鼻咽喉科学教室

市立堺病院

岩手医科大,内科学第三教室

国立沼田病院,内科

労働省産業医学総合研究所

国立療養所南福岡病院,耳鼻咽喉科

藤田保健衛生大医学部,呼吸器・アレルギー内科

国立療養所南福岡病院

仙台錦町産業医学健診センター

上武呼吸器科・内科病院

独協医科大,アレルギー内科

桐生厚生病院,内科

高槻赤十字病院,呼吸器科

原町赤十字病院

岡山赤十字病院

東京社会医学研究センター

日本医科大学第二病院,耳鼻科

（財）放射線影響研究所病理疫学部

千鳥橘病院
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" ・

古川　博史

日置　辰一朗

北條　忍

北条　貴子

細川　まゆみ

細田　浩

細田　裕

堀江　健夫

堀口　俊一

堀　俊彦

堀部　良宗

本間　誠一

前田　志津子

前田　昇三

前田　裕二

牧野　茂徳

牧野　荘平

牧元　毅之

増山　敬裕

松井　茂

松浦　達雄

松崎　剛

松下　兼弘

松下　敏夫

松田　昌子

松原　恒雄

松山　隆治

真野　健次

三浦　進

水野　普明

溝口　良順

美田　俊一

道端　達也

道又　秀夫

道又　衛

湊　浩一

南　晴洋

豊田地域医療センター

洛和会音羽病院

公立富岡総合病院,内科

日清紡（株），東京工場附属診療所

藤田保健衛生大学,坂文種報徳会病院

群馬大学医学部,内科学第一教室

中労防大阪労働衛生総合センター

堀こどもクリニック

藤田保健衛生大学医学部,病理学教室

本間医院

岩手医科大,内科学第三教室

群馬大学医学部,小児科学教室

国立相模原病院,リュウマチ臨床研究部

中央労働災害防止協会,労働衛生検査センター

独協医科大学,アレルギー内科

国立療養所西群馬病院,内科

熊本大学医学部,耳鼻咽喉科学教室

恵光会原病院,内科

東京大学医学部,内科物理療法学教室

藤田保健衛生大学医学部,呼吸器・アレルギー内科

鹿児島大学医学部,衛生学教室

市立札幌病院,内科学第二教室

帝京大学医学部,内科学第二教室

原町赤十字病院,内科

藤田保健衛生大学医学部,呼吸器・アレルギー内科

藤田保健衛生大学医学部,病理学教室

昭和大学医学部,内科学第一教室

総合病院水島協同病院

群馬大学医学部,内科学第一教室

道又内科小児科医院

群馬大学医学部,内科学第一教室

（財）三河保健予防協会
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三家　薫

三宅　俊嗣

宮本　昭正

宮本　康文

三輪　正人

村山　尚子

室田　直樹

毛　暁全

毛利　英満

本橋　豊

森　朗子

森川　利彦

森田　寛

森本　兼嚢

森谷　春佳

諸橋　正昭

門馬　純子

八木　健

安場　広高

山木戸　道郎

山口　恭平

山崎　貢

山崎　貢

山下　五郎

山下　義仁

山田　文子

山田　雅啓

山田　衛

山本　紫

油井　康雄

由利　卓也

横山　尚樹

吉潭　靖之

吉田　聡

吉田　俊治

吉田　博一

吉田　政雄

関西医科大学,皮膚科学教室

岡山大学医学部,内科第二教室

国立相模原病院

あそか病院,アレルギー内科

藤田保健衛生大学医学部,耳鼻咽喉科学教室

（株）トーネック村山内科医院

総合太田病院,内科

大阪大学医学部,環境医学教室

毛利医院

前橋赤十字病院,内科

独協医科大,耳鼻咽喉科学教室

三菱電機名古屋製作所

東京大学医学部,内科学物理療法学教室

大阪大学医学部,環境医学教室

藤田保健衛生大学医学部,呼吸器・アレルギー内科

富山医科薬科大学医学部,皮膚科学教室

国立衛生試験所安全性生物試験所,毒性部

浜松医科大,内科学第二教室

高槻赤十字病院

広島大学医学部,内科学第二教室

松下電器健保組合,松下産業衛生科学センター

藤田保健衛生大医学部,公衆衛生学教室

名古屋中央卸売市場北部市場,食品衛生検査所

博愛茂木病院

国立相模原病院,臨床研究部

山田皮フ科

桐生厚生病院

油井クリニック

（財）三河保健予防協会

藤田保健衛生大学医学部,耳鼻咽喉科学教室

東京医科歯科大学,内科学第一教室

藤田保健衛生大医学部,分子遺伝学

藤田保健衛生大医学部,内科感染症・膠原病学教室

独協医科大,耳鼻咽喉科学教室

農村生活総合研究センター
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吉田

吉村

我妻

和田

稔

俊雄

義則

昭彦

福岡大学医学部,内科学第二教室

わがつまこどもクリニック

藤田保健衛生大学医学部,公衆衛生学教室
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日 太 譜 笞 ア レ ル ギ ー 学 会 会 則|

第一条

第二条

第三条

第四条

第五条

第六条

第七条

第八条

第九条

第十条

第 一･章 総 則

本会 は日本職業アレルギー学会（ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＳＯＣＩＥＴＹ ＯＦ

ＯＣＣＵＰＡＴＩＯＮＡＬ ＡＬＬＥＲＧＹ）と称す る。

本会 はわが国における職業および環境に起因するアレルギー疾

患の調査、基礎的並びに臨床的研究、予防、治療の進歩、発展

に寄与することを目的とする。

本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。

（１）年一回以上の学術集会 （以下学会と称する）および学会

総会 （以下総会と称する）の開催

（２）会誌の発行

（３）その他、本会の事業目的を達成するに必要な事項

本会は事務局を群馬大学医学部第一内科内におく。

第二章　会　員

本会の趣旨に賛同し、所定の手続きを終えた者は、本会の会員

となる。

本会に入会しようとする者は、評議員の推薦状及び所定の事項

（所属、職、地位、専門、住所、氏名等）を記入して事務局へ

申し込むものとする。

会員は別に定めた会費を納入し、定期総会、集会に出席し会誌

の配布をうけ、またその業績を本会の集会及び会誌に発表する

ことができる。

会員で理由なく２年以上会費未納の場合は退会とみなすことが

ある。

退会を希望する者はその旨本会に通知する。その義務を怠り、

又は本会の名誉を著しく毀損したときは、理事会の議により会

員の資格を失うことがある。

本会に名誉会員、顧問、及び賛助会員を置くことができる。

第三章　役員

本会に次の役員を置く。

会　 長　　　１名
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第十一条

第十二条

第十三条

第十四条

第十五条

第十六条

第十七条

理事長　　 １名

理　事　　 若干名

評議員　　若干名

監　事　　 ２名

会長は本会を代表し総会及び学術集会の運営にあたり評議員

会、及び総会の議長となる。会長の選考は理事会で推薦し、評

議員会の議を経て総会で決定する。その任期は前期総会終了時

に始まり、当期総会終了時に終わる。

（１）理事は会長を補佐し本会の総務、財務、編集等の業務を

分担する。評議員は評議員会を組織し本会にかかわる諸事を協

議、決定し総会の承認を得る。監事は会務の監査を行う。

（２）理事及び評議員の任期は３年、互選によって選出するこ

ととする。また再任を妨げない。

（３）理事長は理事会の議長となる。その任期は３年とし再任

を妨げない。

（４）理事会、評議員会は半数以上の出席（委任状を含む）を

必要とする。議決は出席者の過半数により決める。

第四章　財　務

本会の経費は次の収入による。

（１）会費

（２）賛助会費

（３）寄付金

（４）その他の収入

会費は年額5,000円とする。

本会の会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わ

る。

本会の予算及び決済は監事の監査を受けた後、理事会、評議員

会の議を経て承認をうける。

第五章　集　会

会長は年一回以上、総会及び学会を招集する。

付　則
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ド

１

２

本会則は平成５年７月２４日より施行する。

本会則の改正は理事会、評議員会にはかり総会の承認を求める事とす

る。
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歴代会長氏名、学術集会開催および開催年月日

職業アレルギー研究会

回数　　　　会長　　　　　　　開催地

第１回　　　七条小次郎　　　　群馬

第２回　　　光井庄太郎　　　　岩手

第３回　　　宮地一馬　　　　　三重

第４回　　　宮本幸男　　　　　広島

第５回　　　石崎　達　　　　　栃木

第６回　　　奥田　稔　　　　　和歌山

第７回　　　小林節雄　　　　　群馬

第８回　　　塩田憲三　　　　　兵庫

第９回　　　長野　準　　　　　長崎

第10回　　　島　正吾　　　　　愛知

第11回　　　赤坂喜三郎　　　　福島

第12回　　　信太隆夫　　　　　神奈川

第13回　　　中村　晋　　　　　大分

第14回　　　中島重徳　　　　　奈良

第15回　　　宮本昭正　　　　　東京

第16回　　　城　智彦　　　　　広島

第17回　　　牧野荘平　　　　　栃木

第18回　　　中川俊二　　　　　兵庫

第19回　　　笛木隆三　　　　　群馬

第20回　　　可部順三郎　　　　東京

第21回　　　石川　暉　　　　　熊本

第22回　　　佐竹辰夫　　　　　静岡

第23回　　　木村郁郎　　　　　岡山

日本職業アレルギー学会総会

回数　　　　会長　　　　　　　開催地

第１回　　　中渾次男　　　　　群馬

第２回　　　末次　勧　　　　　愛知

第３回　　　伊藤幸治　　　　　東京

第４回　　　森本兼曇　　　　　大阪

第５回　　　松下敏夫　　　　　鹿児島
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開催年月日

昭和４５年８月８日

昭和４６年７月１９日

昭和４７年７月１５日

昭和４８年７月２０日

昭和４９年７月１９日

昭和５０年７月２５日

昭和５１年７月２３日

昭和５２年７月２２日

昭和５３年７月２１日

昭和５４年７月２０日

昭和５５年７月１８日

昭和５６年７月１７日

昭和５７年７月１６日

昭和５８年７月１５日

昭和５９年７月２０日

昭和６０年７月１９日

昭和６１年７月１８日

昭和６２年７月１７日

昭和６３年７月１５日

平成１年７月２１日

平成２年７月２０日

平成３年７月１９日

平成４年７月２４日

開催年月日

平成５年７月２１日

平成６年７月２１日

平成７年７月２１日

平成８年７月１８日

平成９年７月



一 一 一

謝辞

本大会を開催するにあたり、次の企業より多大の御援助を賜りました。

に記して感謝の意を表します。

"
し
"
し

第４回日本職業アレルギー学会総会

会長　　　　森本　兼曇

アストラジャパン株式会社

エーザイ株式会社

三共株式会社

ダイジェットエ業株式会社

大鵬薬品工業株式会社

日本ベーリンガーイングルハイム株式会社

ファルマシア株式会社

藤沢薬品工業株式会社

持田製薬株式会社

株式会社山清

(50音順)

[広告掲載一覧]

アスゲン製薬株式会社

アストラジャパン株式会社

三共株式会社

大鵬薬品工業株式会社

東京田辺製薬株式会社

日本ベーリンガーイングルハイム株式会社

ファルマシア株式会社

北陸製薬株式会社

株式会社山清

(50音順)
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日 本 職 業 ア レ ル ギ ー 学 会 雑 誌

第 ４ 巻 １ 号 （ 第 ４ 回 学 術 集 会 総 会 プ ロ グ ラ ム ）

平 成 ８ 年 ７ 月 ５ 日 発 行

Ｏ Ｃ ＣＵ ＰＡＴＩＯ Ｎ ＡＬ ＡＮ Ｄ ＥＮ ＶＩＲ ＯＮ Ｍ ＥＮＴ ＡＬ ＡＬＬＥＲＧＹ

Ｖ０１.４ Ｎ ０.1 JUl ｙ 1996

編集：第４回日本職業アレルギー学会会長　森本兼異

発行：第４回日本職業アレルギー学会事務局　（代表）森本兼曇

〒565 大阪府吹田市山田丘2-2 大阪大学医学部環境医学教室

ＴＥＬ ０６-879-3922　　FAX 06-879-3923
印刷：阪東印刷紙器工業所

〒553 大阪市福島区玉川3-6-4

TEL 06-443-0936 FAX 06-443-1684
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